
石狩市のみんなの居場所 
⚫ 石狩市には、こどもが遊んだり、休んだり、安心して過ごせる場所として、児童館があります。 

⚫ 児童館は、０歳～高校生までの年齢のこどもが利用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こども食堂など 
⚫ 石狩市には、こどもがごはんを食べたり、お勉強をしながら過ごせる居場所があります。 

⚫ おとなも一緒に利用できるところもあります。 

名前 場所 ごはん 勉強 

まるくる こども Café 花川北３条３丁目１（旧紅葉山小教員住宅） ● ● 

フリールーム MANA 花川南８条４丁目４１０ ● ● 

ふれあいの杜子ども食堂 樽川４条１丁目６００-１（ふれっコ内） ●  

リスのほおぶくろ 花川北１条６丁目１（旧紅南小教員住宅） ● ● 

FunFun マナビーバ 花川北７条１丁目２２（あいぽーと内）  ● 

 

困ったり、なやんでいるときは 
⚫ 困っていることやなやんでいること、心配なことがあるときは、相談できるところがあります。 

⚫ 秘密は守りますので、安心してお話ししてください。 

⚫ 相談できる日と時間は、月～金曜日の８：４５～１７：１５です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

大型児童センター 

こども未来館 あいぽーと 

場所 花川北７条１丁目２２ 

大型児童センター 

ふれあいの杜子ども館 ふれっコ 

場所 樽川４条１丁目６００-１ 

小型児童館 

花川南児童館 

場所 花川南８条３丁目153-5 

小型児童館 

花川北児童館 

場所 花川北３条２丁目199-2 

ミニ児童館 

シップミニ児童館 

場所 厚田区虹が原165-345 
          （虹が原会館内） 

➐ 

0133-72-3153 
📩k-kosodate@city.ishikari.hokkaido.jp 

こどもの権利調査相談員 

2025.4.1 から 

kara 

２０２５年３月現在 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こどもの権利条例 
石狩市 

こどもは、それぞれが一人
ひ と り

の人間として権利の主体で

あり、大きな可能性
かのうせい

を持ったかけがえのない存在です。

あらゆる差別
さ べ つ

や不利益を受けることなく、夢や希望
き ぼ う

を抱

き、幸せに生きる権利があります。 

今、いじめや虐 待
ぎゃくたい

、貧困などつらい状況にあるこども

がいたり、子育ての負担感
ふたんかん

や孤立感から不安を抱える

保護者
ほ ご し ゃ

がいます。 

石狩市
い し か り し

のこどもたちは、自分らしく健やかに成長して

いくために、右のことを願
ねが

っています。 

⚫ 命
いのち

が守られ、自分らしく成長したい 

⚫ 安心
あんしん

して遊んだり、休んだり、学んだりしたい 

⚫ 自分
じ ぶ ん

で考えて行動し、おとなと同じように意見を

言いたい 

⚫ おとなは責任
せきにん

を持ってこどもを育ててほしい 

⚫ いじめや暴力
ぼうりょく

、差別、虐待のない社会になってほ

しい 

⚫ すべての人にこどもの権利
け ん り

を理解してほしい 

おとなは、 心
こころ

豊
ゆた

かで安心できる環境をつくり、愛情を持ってこどもを守り育てます。そして、こどもの声を聴き、

意見
い け ん

を尊重して一緒に考え、こどものために最も良いことを一番に考える責任があります。 

わたしたちは、手話
し ゅ わ

が言語であることを認め合えるまち、協働しながらまちづくりを進めるまち、市民が行政活動

に参加
さ ん か

するまちに住んでいます。 

石狩市子育て推進部子ども政策課 📞0133-72-3192 発行 

石狩市こどもの権利条例 前文 

こどもは、それぞれが一人の人間として権利の主体であり、大きな可能性を持ったかけがえのない存在です。あらゆる

差別や不利益を受けることなく、夢や希望を抱き、幸せに生きる権利があります。 

今、いじめや虐待、貧困などつらい状況にあるこどもがいたり、子育ての負担感や孤立感から不安を抱える保護者がい

ます。 

石狩市のこどもたちは、自分らしく健やかに成長していくために、次のことを願っています。 

⚫ 命が守られ、自分らしく成長したい 

⚫ 安心して遊んだり、休んだり、学んだりしたい 

⚫ 自分で考えて行動し、おとなと同じように意見を言いたい 

⚫ おとなは責任を持ってこどもを育ててほしい 

⚫ いじめや暴力、差別、虐待のない社会になってほしい 

⚫ すべての人にこどもの権利を理解してほしい 

おとなは、心豊かで安心できる環境をつくり、愛情を持ってこどもを守り育てます。そして、こどもの声を聴き、意見を

尊重して一緒に考え、こどものために最も良いことを一番に考える責任があります。 

わたしたちは、手話が言語であることを認め合えるまち、協働しながらまちづくりを進めるまち、市民が行政活動に参加

するまちに住んでいます。 

こどもたちの今と未来のために石狩市は、「こどもまんなかまちづくり」の考えのもと、どのような環境に生まれ、どの

ような状況で育っても、身近なところに安心できる居場所や頼れる人がいて、悩みや思いを話すことができ、相手も自分

も大切にしながら、すべてのこどもがいつも笑顔で暮らせるみんなにやさしいまちを目指し、この条例を定めます。 



 

どうして条例をつくったの？ 

 

こどもの権利は、こどもがすこやかに自分らしく育つために必要なことで、生まれた

ときからすべてのこどもが持っています。 

世界のたくさんの国が話し合って、１９８９年に「子どもの権利条約」がつくられ、日本

も１９９４年に賛成しました。そして、日本では２０２３年に、国の法律である「こども基本

法」ができました。 

条例というのは、そのまちのきまりです。こどもが安全に安心して暮らせるように、

具体的なしくみをつくる必要がありますね。 

条例は多くの人にこどもの権利を知ってもらったり、役割を決めたり、困ったときに

助けてくれるところをつくったりすることを定めるためにつくりました。 

 

 

 

「こども」って何歳まで？ 
 

子どもの権利条約や児童福祉法では、１８歳までの人を「こども」としていますが、条

例では、１８歳や２０歳といった年齢ではなく、心と体の成長の段階にある人をこども

としています。 

この考え方は、こども基本法に合わせています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

条例では、次のことばについても意味を定めています。 

おとな こども以外の人 

保護者 親や里親のほか、親に代わってこどもを育てる人 

こどもに関係する施設 
市内にある保育所、認定こども園、児童館、放課後児童クラブ、学校、図書館

など、こどもが育ったり、学んだりする場所 

こども   心と体の成長の段階にある人 

➊ 



５ 市は、こどもが市政に対して意見を表明し、自ら施策の実現に

関わるための多様な仕組みづくりを推進します。 

６ 市は、こどもが社会参加の楽しさを味わうことができるよう

に、こどもの社会参加を促進するための人材の育成に努めま

す。 

７ 市は、こどもが利用する公共施設について、その運営にこど

もの意見を取り入れたり、参加できる仕組みづくりに努めま

す。 

 

第５章  こどもの権利の侵害に関する相談と救済 

（こどもの権利救済委員会の設置） 

第13 条 市は、こどもの権利の侵害に速やかに対応し、その権

利が回復できるようにするため、石狩市こどもの権利救済委

員会（以下「救済委員会」という。）を置きます。 

２ 救済委員会の委員（以下「救済委員」という。）は、３人以内とし

ます。 

３ 救済委員は、次条に定める救済委員会の職務の遂行について

利害関係がなく、こどもの権利に理解が深く、豊かな経験を有

する者のうちから、市長が委嘱します。 

４ 救済委員は、任期を３年とします。ただし、補欠委員の任期は、

前任者の残任期間とします。 

５ 救済委員は、再任されることができます。 

６ 市長は、救済委員が心身の故障のため職務を遂行することが

できないと認めるときや職務上の義務違反その他救済委員と

してふさわしくない非行があると認めるときは、これを解嘱す

ることができます。 

（救済委員会の職務） 

第14 条 救済委員会の職務は、次のとおりとします。 

(1) こどもの権利の侵害に関する相談に応じ、必要な助言や支

援をすること。 

(2) こどもの権利の侵害に関する救済の申立て又は自己の発意

に基づき、対象となるこどもや保護者の意向を最大限尊重し

ながら、事実の調査や調整をすること。 

(3) 前号に定める調査や調整の結果、救済委員会が必要である

と認めるときは、市長に対し、市の関係機関に是正の措置を講

ずるように勧告すること又はこどもに関係する制度の改善を

求めるための意見を表明すること。 

(4) 第２号に定める調査や調整の結果、救済委員会が必要であ

ると認めるときは、市長に対し、市以外の関係機関に是正の措

置を講ずるように要請すること（以下「是正要請」という。）を提

言すること。 

（相談と救済の申立て） 

第15 条 すべての人は、次に掲げるこどもの権利の侵害に関す

る事項について、救済委員会に対し、相談と救済の申立てをす

ることができます。 

(1) 市内に居住するこどもに関するもの 

(2) 市内に通勤したり、市内のこどもに関係する施設に通学、通

所、利用をするこども（前号に定めるこどもを除く。）に関する

もの（相談と救済の申立ての原因となった事実が市内で生じた

場合に限る。） 

２ 救済の申立ては、文書又は口頭で行います。 

（救済委員会の責務） 

第16 条 救済委員会は、こどもの権利の擁護者として、こども

の意見などを聴き、公正で適正に職務を遂行するように努め

るものとします。 

２ 救済委員会は、こどものために最も良いことを実現するため

に関係機関と相互に連携するものとします。 

（救済委員会への協力） 

第17 条 市は、救済委員会の独立性を尊重し、職務の遂行に協

力するとともに、必要な支援をします。 

２ こども、保護者、おとな、こどもに関係する施設の関係者は、

救済委員会の職務に協力するように努めるものとします。 

（勧告などの尊重） 

第18 条 市長は、救済委員会から第14 条第３号に定める勧告

又は意見表明があった場合は、これらを尊重し、必要な措置を

講ずるものとします。 

２ 市長は、前項の措置について、救済委員会に報告します。 

３ 市長は、救済委員会から第14 条第４号の定めによる是正要

請の提言があった場合は、市以外の関係機関に対する是正要

請をするものとします。 

４ 前項に定める是正要請を受けた者は、これを尊重し、必要な

措置を講ずるように努めるものとします。 

５ 市長は、第３項に定める是正要請を受けた者に対し、その是正

のために講じた措置について、報告を求めるものとします。こ

の場合において、市長は、その内容について救済委員会に報告

します。 

（活動状況の報告） 

第19 条 救済委員会は、毎年の活動状況を市長に報告し、市長

は、これを公表します。 

（こどもの権利調査相談員） 

第20 条 救済委員会の職務の遂行を補佐するため、石狩市こど

もの権利調査相談員（以下「相談員」という。）を置きます。 

２ 第16 条の規定は、相談員について準用します。 

 

第６章 条例を推進するための仕組み 

（こどもの権利の普及啓発） 

第21 条 市は、市民に対し、こどもの権利の普及啓発を行いま

す。 

２ 市は、こどもの権利について理解や関心を深めるために、石

狩市こどもの権利月間を定めます。 

３ 石狩市こどもの権利月間は、毎年11 月とします。 

（推進計画の策定） 

第22 条 市は、総合的にこどもの権利を保障するため、石狩市

こどもの権利推進計画（以下「推進計画」という。）を策定しま

す。 

（推進計画の進め方と評価） 

第23 条 市は、推進計画の進捗状況について、毎年度調査しま

す。 

２ 市は、石狩市子ども・子育て会議条例（平成25 年条例第23

号）に定める石狩市子ども・子育て会議に調査の結果を報告し、

評価や意見を求めます。 

３ 市は、石狩市子ども・子育て会議の評価や意見を公表し、必要

に応じて改善します。 

 

第７章 雑則 

（委任） 

第24 条 この条例の施行に関し必要な事項は、市長が別に定め

ます。 
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石狩市こどもの権利条例 

 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この条例は、児童の権利に関する条約（平成６年条約第２

号）、日本国憲法、こども基本法（令和４年法律第７７号）その他

関連する法令に基づき、こどもの大切な権利が将来にわたっ

て保障され、こどもたちが安心して自分らしく健やかに成長し

ていくための施策を総合的に推進することを目的とします。 

（ことばの意味） 

第２条 この条例におけることばの意味は、次のとおりです。 

(1) こども 心身の発達の過程にある者をいいます。 

(2) おとな こども以外の者をいいます。 

(3) 保護者 親、児童福祉法（昭和22 年法律第164 号）に定

める里親その他親に代わりこどもを養育する者をいいます。 

(4) こどもに関係する施設 児童福祉法、学校教育法（昭和22

年法律第26 号)、社会教育法（昭和24 年法律第207 号）な

どに定める保育所、認定こども園、児童館、学校、図書館、公

民館など、こどもが育ち、学ぶために利用する施設をいいま

す。 

 

第２章 こどもにとって大切な権利 

（安全に安心して生きる権利） 

第３条 こどもは、安全に安心して生きるために、次のことが保

障されます。 

(1) 命が守られ、平和で安全な環境で、安心して暮らすこと。 

(2) 愛情と理解を持って育まれ、健やかに成長すること。 

(3) 障がいがあることや性別などを理由とした、あらゆる差別

を受けないこと。 

（自分らしく成長できる権利） 

第４条 こどもは、自分らしく成長するために、次のことが保障さ

れます。 

(1) 一人ひとりの能力や個性を伸ばすこと。 

(2) 自分に合った方法で学ぶこと。 

(3) 遊んだり、休んだりすること。 

(4) こどもであることにより、不当な扱いを受けないこと。 

（意見を表明し、参加する権利） 

第５条  こどもは、自分の意見を表明し、自分に関わりのあるこ

とに参加するために、次のことが保障されます。 

(1) 自分の考えや意見を表明することができ、大切に受け入れ

られること。 

(2) 必要な情報を得ること。 

(3) 自分に関わりのあることの決定に参加すること。 

(4) いろいろな考えの人が集まって仲間になること。 

（守り、守られる権利） 

第６条  こどもは、自分を守り、自分が守られるために、次のこと

が保障されます。 

(1) あらゆる権利の侵害から守られること。 

(2）いじめや虐待など、あらゆる暴力から、心や体が傷つかない

ように守られること。 

(3) プライバシーが守られること。 

(4) 失敗してもやり直す機会があり、そのための支援を受けら

れること。 

 

 

第３章 こどもの権利を保障するための役割 
（おとなの役割） 

第７条 おとなは、こどもの権利が保障されるように努めるもの

とします。 

２ 事業者は、仕事と子育てが両立できるような環境づくりに努

めるものとします。 

（保護者の役割） 

第８条  保護者は、こどものために最も良いことをこどもと一緒

に考えて、愛情と理解を持ってこどもを育てるものとします。 

２ 保護者は、安心して子育てができるように、必要な支援を受

けることができます。 

（こどもに関係する施設の役割） 

第９条 こどもに関係する施設は、こどものために最も良いこと

をこどもと一緒に考え、指導や支援をしながら、保護者と連携

してこどもを育てるものとします。 

２ こどもに関係する施設は、こどもの年齢や個性に応じて、こど

もの主体的な活動を支援するものとします。 

３ こどもに関係する施設は、いじめや虐待などの防止と相談し

やすい環境づくりに努めるものとします。 

（市の責務） 

第10 条 市は、こどもの権利を保障するため、国や他の自治体、

関係機関と連携して必要な施策に取り組みます。 

２ 市は、保護者やこどもに関係する施設がそれぞれの役割を果

たすことができるように、必要な支援をします。 

３ 市は、こどもが自分らしく、安心して過ごすことができる居場

所づくりを進めます。 

 

第４章 こどもの意見表明と参加 

（こどもの意見表明） 

第11 条 こどもは、自分の意見を表明することができます。 

２ こどもは、意見を表明したことによる不利益を受けません。 

３ こどもは、自分の意見と同じように、他の人の意見を大切に

し、尊重するように努めるものとします。 

４ 市、おとな、こどもに関係する施設の関係者は、こどもが意見

を表明しやすい環境づくりに努めるものとします。 

５ 市、おとな、こどもに関係する施設の関係者は、年齢や発達な

どの理由によって、自分の意思をうまく表現できないこども

に対して、その意思をくみ取り、必要に応じてこどもの意見を

代弁するように努めるものとします。 

６ 市、おとな、こどもに関係する施設の関係者は、こどもに関わ

りのあることを決めるときはこどもの意見を聴き、その意見

を尊重し、こどものために最も良いことが優先されるように考

慮するものとします。 

７ 市は、こどもが意見を表明しやすいように、これを支援する人

材の育成に努めます。 

（こどもの参加） 

第12 条 こどもは、市民の一員として、まちづくりに参加するこ

とができます。 

２ おとなは、こどもの多様な社会参加に協力するように努める

ものとします。 

３ こどもに関係する施設は、その施設の運営と活動にこどもの

意見を取り入れたり、こどもが参加したり、決定に関わること

ができるように努めるものとします。 

４ 市は、こどもに関係する施策と計画の決定、これらの実施結果

の評価などをするときは、おとなと同じように、こどもにも意

見を表明できる機会を設けるように努めます。 

 

➎ 



 

こどもの権利はどうやって守るの？ 
 

こどもの権利は、次の３つの方法で守っていきます。 

 

1 こどもの権利を守るための役割を決める 

こどもの権利を守るためにそれぞれの役割を決めました。 

それぞれが役割を果たして、みんなでこどもの権利を守っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 こどもの権利を多くの人に知ってもらう 

こどもの権利は、おとなにもこどもにも知ってもらう必要がありますね。 

そこで石狩市では、毎年１１月を石狩市こどもの権利月間と定めて、多くの人に知ってもらえるような

取り組みやイベントなどをやっていきます。 

また、条例の内容がうまく進んでいくように、こどもの権利推進計画をつくります。 

 

 

3 こどもの権利が守られなかったときに救うためのしくみをつくる 

こどもがいじめられたり、虐待にあったときに、相談したり救済を求めたりする場所として、こども

の権利救済委員会をつくります。 

おとな 

市民みんなでこどもの権利を守るように協力

します。 

仕事と子育てが両方と

もできるようにします。 

保護者 

愛情を持ってこどもを育てます。 

こどもの声を聴き、こどもに

とって何が一番良いのかを 

こどもと一緒に考えます。 

こどもに関係する施設 

こどもがやりたいことを 

こどもと一緒に考えます。 

こどもが相談できたり、 

安心できる居場所になるようにします。 

市（市役所） 

こどもの権利を守るために

ルールや計画をつくったり、

市民にお知らせをします。 

市民や保護者などを支援します。 

 

➋ 



 

「こどもの権利」を教えてください 
 

子どもの権利条約では、「生きる権利」、「育つ権利」、「守られる権利」、「意見

を表明する権利」の４つの権利が定められています。 

石狩市の条例でも、こどもにとって大切な４つの権利を定めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 平和で安全な環境で暮らすことができます。 

⚫ 愛されて育てられます。 

⚫ 病気やケガをしても、病院に行けます。 

⚫ 障がいや性別など、あらゆる差別を

受けません。 

安全に安心して生きる権利 

⚫ 自分にあった方法で学ぶことができます。 

⚫ 安心できる居場所があります。 

⚫ 自分で考えて遊んだり、

疲れたときには休むこと

ができます。 

自分らしく成長できる権利 

⚫ 自分の考えや意見を伝えることができ、大切に

受け入れられます。 

⚫ 必要な情報をもらえます。 

⚫ 自分に関わりのあること

にはおとなと同じように

参加することができます。 

意見を表明し、参加する権利 

⚫ いじめや虐待を受けません。 

⚫ 困ったときは相談したり、助けてもらえます。 

⚫ 危ないことや犯罪から

守られます。 

⚫ 秘密は守られます。 

守り、守られる権利 

こどもの権利条例ができるまで 

こどもの権利条例を検討するために、２０２３年から検討委員会、ワーク

ショップ、講演会を開催して市民のみなさまから意見を聴きました。 

ワークショップは、小学５年生のこどもからおとなまでの市民が集ま

り、子どもの権利条約について学習したり、こどもにとって大切な権利を

考えたり、どんな条例にしたいかを話し合いました。 

条例の前文にある６つのこどもたちのねがいは、ワークショップで、こ

どもたちから出された意見を取り入れています。 

ワークショップの思い出 

記念缶バッジ 

➌ 



どうやって意見を言うの？ 
 

こどももおとなと同じように、いろいろ考えて、自分の意見を持っています。 

自分に関わることには、意見を言ったり、参加したりしたいですよね。 

市やこどもに関係する施設では、こどもに関係する大事なことを決めるとき

には、こどものみなさんからも意見を聴きながら進めていきます。 

市では、例えば、意見を聴くために、次の方法を考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

児童館では、児童館のイベントや運営方法を、利用するこどもで話し合って決めるしくみがあります。 

また、年齢や発達の状況で自分の意見を十分に伝えられない場合には、その意見を上手にくみ取って

伝えるお手伝いもします。 

おとなは、こどものみなさんから聴いた意見は大切に扱い、こどもにとって何が一番良いのかを考え

て実行していきます。そして、実行できないときはきちんと説明します。 

 

 

 

虐待を受けたら助けてくれる？ 
 

こどもの権利を守ったり、いじめや虐待だけでなく、こどもの権利が傷つけら

れたりしたときには、相談したり、解決できるように一緒に考えるために、こど

もの権利救済委員会をおきます。 

また、こどもの権利救済委員のサポートをしたり、こどもの権利を普及した

り、こどもの困りごとを聴いたりするために、市役所ではこどもの権利調査相談

員が毎日働いています。 

 

 

 

 

 

インターネットを 

使ったアンケート 
こどもモニター こどもパブコメ こども市長室開放 

こどもの権利救済委員の役割 

⚫ こどもや保護者などから相談を受けて、必要な助言や支援をします。 

⚫ 必要な場合は調査や調整をします。 

⚫ こどもの権利を守るため、市に意見を言います。 

➍ 


